
 

 

（仮称）市民総合交流センター基本構想（案）に係る 

パブリックコメントの実施結果について 
 

１．実施期間：平成２５年７月１日（月）から平成２５年７月３１日（水）まで 

２．提出者数：２人 【提出方法：窓口提出１人、メール１人】 

３．意見総数：３件 

４．意見の概要 

 

意見の要旨 市の対応 

≪子どもたちの集える場所について≫ 

（仮称）市民総合交流センターに、子ども

たちが集える場所や、緑のある広場を少しで

も良いので作って欲しい。 

 

草津駅東地区の現状の課題として、広場等の

公開空地が少なく、日常的な余暇を過ごす場所

が不足していると考えております。 

この課題を解決する方策として、人々の生活

にうるおいを与えサポートするためのゆとり空

間を確保するべく、（仮称）市民総合交流センタ

ー内には、子育て支援のための空間や広いオー

プンスペースを設け、また、屋外には、緑地歩

道を設けることを考えております。 

 

≪読書ができる場所について≫ 

（仮称）市民総合交流センターに、図書館

の分室のようなところを作って欲しい。 

南草津には駅前に図書館があり、とても便

利だと聞いている。子どもたちにも本を読む

環境を作ってあげたいので、草津駅前にも是

非お願いしたい。 

 

（仮称）市民総合交流センターでは、図書館

の分室を設ける予定はしておりません。しかし、

子育て支援の情報交流や、子どもと高齢者との

多世代交流の一環として、子どもたちに読書環

境を提供する図書コーナーを設けることを検討

しております。 

≪公園、児童館について≫  

駅周辺半径１ｋｍにはマンションが多く、

子どもも多く住んでいるはずなのに、外遊び

をしている子どもを見かけない。ボール遊び

ができる公園をお願いしたい。 

また、草津市は、大人は住みやすいが、子

どもの体力・学力は低い。小学生、中学生が

放課後に集まって遊べる児童館を要望しま

す。 

 

（仮称）市民総合交流センターでは、児童館

やボール遊びができる公園は設ける予定はして

おりません。しかし、屋外には、緑地歩道を設

けることを検討しており、また、施設の低層階

には、図書コーナーや広いオープンスペースを

設け、子どもが集い遊び学べるような環境を整

えたいと考えております。 

 

資料５ 


